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R. Keller KIMBROUGH 
Pushing Filial Piety: The Twenty-Four Filial Exemplars 









































































Revisiting Tsuda Sōkichi in Postwar Japan: 












































Japan Review 34 日本語要旨 
 
 
Chun Wa CHAN 
Fracturing Realities: Staging Buddhist Art in Domon Ken’s Photobook Murōji (1954) 
砕け散る現実――土門拳の写真集『室生寺』（1954）で上演された仏教美術 
 
終戦直後という時代を背景に、写真家の土門拳（1909–1990）は仏教の至宝をとら
えようと奈良県の室生寺へ旅立った。その成果として出版された写真集『室生寺』
（1954）は、日本の仏教遺産を理想化して大量消費に供されたノスタルジックな光景
と解釈されることが多い。しかしここに収められた画像と、写真集の中の配置をじっ
くり見ると、土門が手近な過去の再構築には無関心だったことが分かる。1950年代に
禅が再生を遂げたのとは対照的に、土門の仕事は日本の「伝統」や精神の「粋」を証
明しようとするいかなる政治的試みとも無縁だった。見る者はかつてない近さで仏像
に迫ることが許されるが、土門による触感へのこだわりと縮尺の操作が、逆説的に仏
像を分かりにくく疎遠なものにする。同じく重要なのは、クローズアップの分かりや
すさと抽象性が並列されていることだ。これが過去をばらばらの断片に砕いていく。
写真集『室生寺』はこのように、今日まで共振しつづける問題を提起する。つまり、
戦後日本の文化においてドキュメンタリー写真の役割とは何かということ、また国家、
文化的記憶、主観性という競合概念が折り合える隠喩の土台として、写真はいかに機
能しうるのかという問題である。 
 
【土門拳、写真集、ドキュメンタリー、リアリズム、戦後の写真、アヴァンギャルド、
新即物主義、仏教、文化遺産、巡礼】 
